型 式 

RB38W6K8SWR 


型式の呼び 
RB38W6KSR 



よく読んで安全に正しく 
お使いください。 


:'愛用の皆様^ 


このたびは両面焼グ U ル付ガスビルトインコン□を 
お買い上げいただをまして、ありびとラございます。 
参ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただを 
安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書の裏表紙び保証書になっています。 

内容をよくご確認のラえ、大切に保管してください。 
参本製品は家庭用なので業務用のよラな使いちをさ 
れますと著しく寿命び縮まります。 

参この製品は国内専用です。海外では使用でをません。 
参この取扱説明書の他に設置工事説明書びあります。 
機器の移設、取り替え、修理の際に必要となります 
ので取扱説明書ととをに大切に保管してください。 
参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売 
店、または当社事業所に連絡して再購入してくだ 
さし、。 
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〇をロセンサー搭載 
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各部のを称と特長 


さ部の名称 


ルバーナ 


グリル点义確認ランプ 

グリル器具をつまみ 

グリル操作部 
下义カノ— III * 7ベ-シ- 

グ リルと びら"* 16 ベ-シ- 
グリルとび6取っ手 
グリル皿 
グリル焼網 
グリル皿受け 
電池ケースふた III* 9 ベ-ジ 



ごとく小 
I 強义カバー ナー 
I 排気ロカバー 
排気口 

調理中の排気びでるとこ 
ろでず。 

I 注意ラベル 

トッププレート 

コン□点义確認ランプ 
64 

それぞれの器具栓つまみ 
の上にどのコン□のちの 
か表示してあ0まず。 

I コン□器具栓つまみ 

センサー解除キー 

センサーお除モード表示 
ランプ 

I 電池交換サイン III * 29 ベ-ジ 


今バーナ ー 


温度センサー 

立消え安全装置 
(炎検知部） 


電極（点火プラグ) 


バーナーキャップ上部 

バーナーキャップ下部 


炎 □ 



ノ（ーナー本体 


バーナー U ング 


各部の名称と特長 






































































各部のを称と特長 


コン □. ヴリル操作部の名称 


•コン□操作部 



センサ-解除モ-ド表示ランプ] 


センサー解除モード設 
、定時に点なしまず。 


ンサー解除 
3砂押 L 

9 

I センサー解除キー (3 秒押し） 

あぶり料理や高温になる調理をずる 
とさなど、センサーを一時的に解除 
したし)ときに使用します。 

■センサ—解除モ—ド,, * 14 ベ-ジ 


•グリル操作部 


上义义力表示ランプ 

グ U ル使刷寺に,をなし、 
上乂の乂力を表おしま 
す。 


广 表示部 

グ U ル調理タイマーの 
時間を表おします。 




タイマーセツトキー 

グ U ル調理タイマーの時 
間を1〜1已分まで設定 
ごさます。_ 


下义义力表示ランプ 

グ U ル使用時に点灯し、 
下火の火力を表おしま 
す。 































































各部のを称と特長 


便利-安を機能のご紹介 


ホ器具栓つまみを戻し忘れるとブザーでお知6せ 


コン□-グリル器具栓つまみ戻し忘れお知らせ機能 

タイマーや便利機能を使って、自動消义したり、他のま全機能により消义したときに、器具栓つまみを戻し忘れると、 
1分ごとにブヴーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせします。器具栓つまみをすぐに戻してください。ただし、他の 
バーナーを使用中は、ブヴーは鳴りません。 


ホ炎が消えると、ガスを自動的にスト 


V 


立消え安全装置 II * 27 w 

おが畑 ] aa (標準パ-: >■-) (ルバーナ ー) 

調理中に煮こぼれなどで火び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

ホコン□を消し忘れても一定時間で自 

コン□消し忘れ消义機能 III* 25 • 27 ベ-ジ 
獅财 iBa (標準パ.-: >■-) (ルバーナ ー) 

全てのノ（ーナーは約2時間で自動消义し、消し忘れを防 
ぎます。 

ホ調理油の過熱を防ぐ 

天ぷら油過熱防止機能,* 25 • 27 ぺ-ジ 


(標準パーナ ー) (ルバ~ナ~) 

調理油び過熱されると、自動的にガ 
スを止めます。 



ホなべの焦げつきを検知し初期段階で 
自動消义 

篇ブつき消义機能 1,* 27 ぺ-ジ 

•腸 ] Ba (標準バー-)(ルバーナ ー) 

煮物調理などでなべ底び焦げつさはじめるとなべをい 
ためる前に自動消义します。 

なべの材質、調理物の種類、火力によって焦げの程度 
は異なります。 度-'/, 

※なべ底にこんぶや竹皮などをミを二ろ 

しいた調理では焦げつき消乂 一 - jt ^ 

機能び正常にはたらかないこ 
とびあります。 


ス W 《巧'^ 消火 

ホ自動的に义力調節し、なべの異常過 
熱を防止 

高温自動温度調節機能 "1* 10べ-ジ 


ご標準バーナ ー) (ルバーナ ー) 

焼さもの調理-げりをの調理など比較的温度の高い料 
理や、なべのか5焼さをしたとさに弱火-強义と自動 
的に火力調節し、なべの異常過熱を防止します。 

この状態び30分(上続いた場合、または弱火状態 
でをセンサー温度び更に上昇した場合は自動消火しま 
す。調理に支障びあるとさはセンサー解除をお使いく 
ださい。 


グリル安を機能 


づ•炎が消えると、ガスを自動的にストップ 
立消え安全装置 ,,*27 ぺ-ジ 

グ U ル使用中に風などで乂び消えると、自動的にガス 
を止めます。 

みグリル庫巧が過熱すると自動消义 

グ LU レ過熱防止センサー 27 ぺ-シ 

魚などの調理物を入れずにから焼さした場合など、グ 
U ル庫内の温度び異常に高<なった場合に自動消乂し 
ます。 


グリル便利機能 


々水のい6ない両面焼きグリル 

グ U ル皿に水を入れずに使います。火力調節は上义と 
下义と別々に調節でさ、上火と下火の組み合わはによ 
り4段階あります。 


みグリルとび6 "*16.22 


ぺージ 


•グ|」ルとびらを引さ出す幅び広くなりました。 

焼きをのの出し入れを簡単になりました。 

♦グ U ル皿、グ U ルとび b もワンタツチで取りはずせ、 
お手入れを簡単にでさます。 


M 各部の名称と特長 































































安全上のごミ主意 


♦必ずお守りください 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、この製品 
を安全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 


♦ i ： rF に示す表示と意巧をよく理解してか6本文をお読みください。 


么を険 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、また 
は火災の可能性び想定される内容を示しています。 

么を 盾、 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


♦絵表示には次のような意味があります。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」巧容です 



この絵表示は、してはいけない「禁止」 . 
巧容です， 

珍义気禁止 


1接触禁止ろ解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」巧容です 

喔 

1換気必要 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）が合っていることを確認する 


供給ガスと一致していない場合、そのまま使用 
すると不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になっ 
たり、爆発着火でやけどをすることびあります。 
銘板は機器内後方側面に張ってあります。 

供給ガスびわからない場合はお買い上げの販売 
店、またはをよりの当社事業所に問い合わせて 
<ださい。 

転居されたとさを、供給ガスの種類び鈴板の表 
おと一致していることを確認してください。 


ガスグル’ 


〈例〉銘板 （1 吕 A - 13 A ①場合） 


型式の呼び 


12 A -13 A 


0000000 


都市ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 


製造年月および製造番号 



製を年月 


4 


■ガス漏れに気づいたら絶巧に义をつけた 
り、電気器具のスイッチの入•切、電源 
プラグの巧き差し、周辺の電話を使用し 
ない 

炎ゃ乂巧で引乂し、爆発 (8 K ) 

事故を起こすことびあり 

■ガス漏れに気づいたらすぐに使用を中止 
する 

①すぐに使用を中止しガス栓（ねじ 
ガス栓）を閉める。 

③窓や戸を開けガスを外へ出ず。 

③ちよりのガス事業ち（供給業を）に 
連絡ずる。 

L 

一 


U 靈去ご讓 



















































安全上のご注意 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと乂災の原因になります。（火災予防条例で 
定められていますので、必ず守ってください）可燃物と 
の距離び守れない場合は必ず別売の防熱板を取り付けて 
ください。また表面びステンレスやタイルでち壁の内部 
び可燃性の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてくださ 
し、。防熱板はお買い上げの販売店、またはをよりの当社 
事業所にご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合も可燃物との 
距離を確実に離す 

ガス機器防火性能評定試験基準の変更に伴い、可燃物か 
らの後方離隔距離び製造年月によって異なります。 

製造年月は銘板に記載してあります。 



〇 


1巳 cm じ(上 


80cm 上 

I ') I - 



(可燃性の壁の場合） 


(例） 09.04 - 000001 


\製造年月 

※製造年月 0 目. 03 L ツ前は 1 已 cm 上 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理 
油、スプレー宙、力七ットコン□用ボン 
ベなど燃えやすいものを置かない 

熱でスプレー宙内の圧力び上びり、ス 
プレー宙び爆発したり义災の原因にな 
ります。 





■地震、义巧、または使用やに異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で 
消义した場合はただちに使用を中止し、 
ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

故斷、な？と思コたら （ III パ 4〜28 K - y ) 

に従い処置をする。 



①消火 



■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベ 
ンジンなど引义の恐れのあるものを使用 

しない /ON 

引乂して火災の恐れびあります。 1\) 


■ガス配管接続には専門の資格-技術が必 
要です 

機器の設置-移動-取りはずし-買い 
替えの際には、必ずお買い上げの販売 
店、またはをよりの当社事業所にご連 
絡ください。 


〇 


■义をつけたまま離れたり、外出、就寝を 
しない / C-N 

調 S 中のをのび異常過熱し乂災の原因(\) 
になります。特に天ぷら、揚げものを 一 
しているとさはを意してください。 

グリルを消し忘れると調 S 中のちのに乂びつさ 
ますのでミ主意してください。 

電話や来客の場合はいったん乂を消してくださ 


し、。 




ス 


※詳しくは、設置工事説明書を参照してください。 


■絶対に改造-巧解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれびありま 
す。また、乂災の原因になります。 


■使用後は消义を確認しガス栓（ねじガス 
栓）を閉める 

消し忘れによる火災の原因になりま 
す。特にグリルは消し忘れをしやすい 
ので、機器から離れるとさは必ず消火 
して < ださい。 


〇 





①消火 



安全上のご；法意 













































































を全上のご';主意 


■点义操作時や使用中はバーナー巧おに顔 
をおづけ過ぎない 

炎や熱で顔をやけどする> > , 


恐れびあります。 



■を類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 
以外の用途には使用しない ベ、^ 

火災や過熱-異常燃焼による機器焼損 IV 
の原因になります。 



s±e. 

日 


■使用やはコン□の奧へ手を伸ばしたり、 
手やを服を炎、バーナー、排気□イ寸おに 
おづけない / r \ 

袖やエフ□ンなど衣服に着 
义したり、熱によるヤケド^ 

の恐れびあります。なべを^^ 

動かすとさや炎の大ささび 
自動的に弱乂から強乂へ切 
り替わるとさびあるのでミち意してください。 


■使用やは換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すな 
ど換気をしてください。換気をしない 
と不完全燃焼による一酸化炭素中毒の 
恐れびあります。 

ミ主：ただし、屋内設置 
で自然排気式給湯器お 
よびふろびまを使用し 
ている場合は換気扇を 
回さず窓などをあけて 
換気してください。排 
気ガスび逆流すること 
びあります。 



爲 


換気必要 


(W 夕 


■点义操作をしても点义しない場合は器具 
栓つまみを消义の状態に戻して、しばら 
く時間をおき、周囲のガスがなくなって 
から再度点义操作をする 

すぐに点火操作をすると周囲のガスに 
引乂して、を服に燃え移ったり、やけ 
どをする恐れびあります。 


〇 


I コン□•グリル使用や、使用直後しばら 
くはトツププレートに触れない 

高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 

接軸禁止 


(§) 


■使用中、使用直後は器具栓つまみ•操作 
部-グリルとび6取っ手 lU 外は雜れない 

やけどをすることびあります。と<に 
幼いお子様びいる家庭ではごミ主意くだ 
さい。 

接触禁止 


■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると機器 
の突起物などでけびをすることびあ 
ります。 


〇 




■扇風機やを暖房機器の風を機器に当てない 

機器焼損や作動不良の原因になります。 


■幼い子供には触らせない 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 







•使用中はとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

• 使ラバーナーの器具栓つまみをまちびえないよラにミ主意してください。 

•使用中に、ガス栓（ねじガス检）を操作しての消火はしないでください。 

•コン□を使用している場合は、機器下のキャビネットとびらをゆっくり開閉してください。 
乂び途中で消える場合びあります。 

•熱くなったなべなどをラベルの上に直接置かないでください。ラベルび熱で変色し 
たり、損傷したりすることびあります。 

•トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁 
誘導加熱の調巧機器を使わない。磁力線により本製品び故障する原因となります。 

























































































準備をしましょう 


さ部品のセツ 


排気□カバー 

2つの排気□力 
バーの ツメ部を 
さ々内側に向け 
トッププレ 
の くぼみにセツ 
して < ださ 
し、 



ごとく大 

バーナー 
キャップ 
(強义力） 


グ U ル皿の「テマエ」刻印 
を手前にして、グリル皿受 
けにグリル皿びしっかり入 
るよラにセットしてくださ 
い。 

•グリル焼網の「テマエ」刻 
印を手前にして、脚のツメ 
を、グリル皿の角巧にセツ 
卜して < ださい。 


グ U ル皿受け 


準備を しまし よ ラ 


















































準備をしましょう 


^ご と<•バーナーキヤツブ_ 

下図のよラに各部品を正しくセツトしてください。 

ホ■強义カバー ナ — • 標準バー ナ — • 小バーナー‘: 



ノ ーナー本体 
バーナー IJ ング 


凹部 


ごと< 


凸部 






強乂カノ くーナー ルノ くーナー 

標準 バーナー 

ごとく内側の凸部2力所をノ（ーナー U ングの前後 
凹部2力所に入れて正しくセツトしてください。 






バーナー キャップ 

\ 


凸部 




ル バーナー 


凸部 

標準バーナー強火カバーナー 



I 凸部を前にしてバーナー本体後側の凹部にバー 
ナーキャップのピンを入れて正し<セットして< 
ださい。 

I 強火カバーナー用には 「 H 」 の刻印び表示してあ 
ります。標準バーナー用とまちびえないよラに 
セットしてください。 



意 ， 

■ごとくは正しく七ツトする 

誤ったセツトをするとなベなどび不安定にな 
り、傾いたり、倒れたりします。 ^ 

■バーナーキャップは誤った七ットで使 
用しない 

バーナーキャップを正しく取り付け 
ないと、点乂しなかったり、炎のふ 
ぞろいや逆火を起こしたり、また 、 vJV 
不完全燃焼による一酸化炭素中毒や 
器具の中に炎びをぐりこんで危険です。 

誤った セツトの例 

ノてーナーキヤツプの浮さ J くーナーキヤツプの畫返し 


• ノ（ーナーキャップをセットしたとさは必ず正常に燃焼しているか確認してください。 

• ノ（ーナーキ ャッ プは分解しないでください。 

•バーナーキャップ-ごとくはお客様び取り替え可能な消耗品です。薄くなったり変形して炎びふぞろいになっ 
た場合は交換び必要です。お買い上げの販売店、またはもよりの当社事業所へご相談してください。 II , *30 ベ-ジ 
•ごとく -バーナーキャップ上部はステンレス仕上げです。よごれなどび焼さつくことびありますので、 
こまめに掃除をしてください。よごれび焼さついてを性能はかわりません。 ",*22 ベ-ジ 















































準備をしましょう 


乾電池の取りけけ"* 29 


電池ケースはノ（ネル前面にあります。货©方向をおかめて乾 
電池をセツトして<ださい。 

Q 機器がをめていることを確認する 


B 電池ケースふたの「押開」付近を 
指で押す。 



回 電池を入れる 

単1形アルカ U 乾電池 （1 .已 V )吕個を下図のように 
©©を確認して正しくはめ込んでください。 


Q 電池ケースふたをもとに戻す 



■乾電池は巧電-巧解-加熱-义のやへ巧 
入しない 

■新旧-異種の乾電池は混用しない 

■器具を廃棄する場合は、乾電池をはずす 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、けびや 
やけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある 'ま意事項をよ < お 
読みいただき、正しくお使いください。 


準備を しまし よ ラ 



























コンロをお使いになる前に 


コン□を使うときの注意 


下記のミ主意や「安全上のごミ主意 III * 4^- ジ」をよくお読みになってお使いください。 


■コン□をおおうような大きな鉄板やなべは使わない 

一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

■アルミはく製しる受け、省エネごとくなどの補助具は 
使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれびあります。 

■焼き網は使用しない 




トッププレートに落ちた巧などび発火したり、 
機器の異常過熱のおそれびあります。 


爲 


アル5はく製しる受け省エネごとく 


焼さ網 


■やかん、なべなどの大きさに合わせて 
义力を調節する 

乂加靖いとやかん 、 Jv w # 
なべなどの取っ手び 
焼損したり、手に触 
れるとやけどをする 

原因になります。また自動で火力び切り替わる 
場合びあるので火加減にミち意してください。 


■コン□には石焼いもつぼは使用しない 

異常過熱による機器 
損傷の原因になりま 
す。 





s±e. 

日 


I バーナーキヤツプを水洗いしたときは水 
気をじゅうぶん切ってから七ットする 

炎□び詰まったまま 
使用すると異常燃焼 
の原因になります。 



〇 


■片手なベや底の丸いなべは不安定な状 
態で使わない 

なべび傾いてやけどの原因 
になります。なべの種類に 
よっては、傾いたり、すべ 
りやすいちのびあります。 

ルさな片手なベや底の丸い 
なべは、必ず取っ手を持ち 
なびら調巧してください。 

ルさななベはルノ（ーナーをご使用ください。 



• みそ汁を温めなおずとさは义力を弱めにして、よくかさ混ぜなびら温める 

強火で急に温めなおずとなべ底に沈んだみそび突然噴さ上びり、みそ汁び飛び散ったり、なべびはねあびって 
ひっくりかえることびありまず。特にだし入り豆みそ(ホみそなど）に注意してください。 

•煮こぼれにま意ずる 

機器内部およびキャビネット内部のちのなどびミちれまず。また、トッププレート-ごとく -バーナーなどに煮 
こぼれび焼さついたり、機器を早くいためまず。火加減に注意してください。 

•火力を弱火にしたとさは、消し忘れに注意してください。 

•調理中になべをのせかえるとさは、いったん消火してください。 


.使用中に自動的に弱火になったときは 


高温自動温度調節機能び作動 


焼をもの調理-炒りもの調理など比較的温度の高い料理や、なべのから焼ををしたとさに弱火-強火と火力を調節し、 
なべの異常過熱を防止する機能です。（強火カバーナー-標準バーナー） 

この状態び 30 分(上続いた場合、または弱火状態でもセンサー温度び更に上昇した場合は自動消火します。調理び 
でさない場合はセンサー解除モード（強火カバーナー）をお使いください。 111*14 ぺ-ジ 



>炎び自動的に弱火-強火と切り替わりまずび、故障ではありません。 

>炎の大きさび自動的に変わります。やけどのおそれびあるため、バーナー付近には顔や手などを近づけなしなうにしてください。 

>高温自動温度調節機能び作動して、最初に弱火になったとさ、ブヴーび「ピピピッ」と1回鳴ってお知らせし 
ます。（センサー解除モードを使用した場合ち同様でず。） 

»自動消乂した場合は、なべなどび相当熱<なっていますので、やけどなどに注意して<ださい。 


g 5□を e 使5になる前に 
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■温度七ンサーの上面と鍋底が密着していないときは使用しない 

•温度センサーび鍋底の温度を正しく検巧でさずに、発义ゃ途中消乂、機器焼損の原因になります。 
• 中華なベ用補助ごとくを使用すると温度センサーび鍋底に密着しない場合びあります。 




、なべ底が 
凸凹 




3 mm じ I 上の凸凹 


底び丸い 
中華なベ 




中華なベ用補助ごとく 


ん 標準 バーナー > 

■天ぷら 
■煮もの 


フライなどの揚げもの 
煮こみ料理 


強义カ バーナー> 


■がめものなど、強い义力を必要とする料理 

•炒飯-焼さそば-野菜げめなど 

■焼きものなどの高温じなる料理 

•たこ焼さ-ホイル焼さ-お巧み焼さなど 
•ポークソテー-ソーセージなどから焼きにちかい料理 


>かノ（ーナーでは、保温やあたためなどの火力を必要としない料理にお使いください。 


♦温度センサーを正しく働かせるために、必ずお読みください。 


コンロをお使いになる前に 


使用できるなベと温度センサー 


料理に応じてバーナーを使い分け 



さび巧れ 
異物が付着 



なか材料 
の重量び 
300gOT 


■耐熱ガラス容器、±鍋など熱の伝わりにくいもの、底が浅く広いなべなどでの油調 
理はしない ベ 

巧の温度び上びりやすく穀の願となります。 ◎*** 


耐熱ガラス容器 


±なべ 


底び浅いなべなど 


r 

なべの種類 

油料理 （揚げをのな口 

1 

その他の料理 （煮ものなど） 

?に 0ゴ負 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

(油量： 2日〇诚政上） 

〇 

[ス關 @ づ^© 

底の平らな鉄製中華なベ 

〇 

細量： 2日日诚政上） 

〇 

爲就麗!) @ ゴ負 

X 

〇 

なべ 

醒ガラス容器居贫 

X 

〇 

(ただし、消火する場合びあります） 

圧力なベ 

X 

〇 

(ただし、消火する場合びあ0ます） 

S 誤 ^ 

〇 

細量： 2日日加政上） 

〇 

ノ 


〇 :適する X :適さない（温度を正しく検知しない場合あり） 
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n ン□をお使いになる前に 




































































A ミ; 

た 意 ' 

■温度七ンサーのお手入れはこまめに巧う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しなくなり調巧ミ由び発火 

する場合びあります。また、動さび悪 

いとなべなどび傾を、お湯などびこぼ xF 

れやけどをする原因にち 

なります。なべの重さは 

調理物を含め3 □□旨な 上 温度 センヴー 

必要です。密着しない場^?^ 

合、点検.修理を依頼し J 
てください。 

■温度七ンサーに強いショックを加えたり 
キズをつけない 

なべ底にセンサーび密着しなくなり、調理ミ由び 
発义する場合びあります。 グ、 

/ ,_^ の 

觀 


冷凍食材 


調理油 




Q 


ちま食巧をなべの底面中央(温度セ 
ンヴーの接触位置)に密着させない 


■を凍食巧をなべの底面中央に密着させた状態で揚げ 
屯のをしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）に;令凍食材び密 
着した状態で揚げをの調理をすると、温度センサーびなべ底 
の温度を正しく検知しないため、発义するおそれびあります。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回を使用して茶掲色に変色した調理ミ由、にごった調理ミ由、揚げカスなどびなんだまま残っている調 
巧ミ由は使用しないでください。発乂び起こりやすくなる場合びあります。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分のをいちのや、巧つさのコ□ッケなどの破裂しやすいちのなどは、特にミ主意してくだ 
さい。長時間揚げ過ざると巧び飛び散り、発火や、やけどのおそれびあります。 


■揚げものは食巧全体がつかるまで調理油（必ず 200 m ぶ]:>(上）を入れて行う 

調巧巧の量び少なかったり、減ってさたりすると、発火するおそ 
れびあります。 

特にフライパンなどの底び広いなべで揚げをのをする際は、食材 食が- 

全体び調理ミ由につかっていないと、発乂するおそれびあります。 , 





〇 


■強义カバーナーの七ンサー解除モードは揚げもの調理には使用しない 

調理巧の温度び高くなり、発乂する恐れびあります。 




コン□をお使いになる前に 


g n ン□をお使いになる前に 
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コンロを使いましよう 


コン□操作の基本 


コン□バーナーには消し忘れ消义機能びついています。強乂カバーナー • 標準バーナー • ルバーナーは約 2 
時間連続使用すると自動消火します。. 11*3 ぺ-ジ 

下の図は標準バーナーで操作説明してありまず。 


を準備 


Q ガス栓（ねじガス栓）をを開にする 

機器下方のキャビネット内にあるガス栓（ねじガス栓) 
を全開にします。 


を 

□ 


点 义 


コン□器具をつまみを左へゆつく 
りいっぱいに回す 


コン□点火確認 
ランプ点巧 


強乂 カバー 



>強义カバーナー器具栓つまみは中义点义ち式の 
ため、点义時は r 開」の位置までしか回りません。 

>すべてのコン□とグ U ルび同時に放電します。 
これは全力所放電する構造となっていますので 
異常ではありません。 

>万一点乂しないときは、コン□器具栓つまみを 
いったん消义の状態に戻し周囲のガスびなくな 
ってから再度点火操作をしてください。 

»長時間使用していなかったり、朝一まなどはじ 
めて点义するとさは、ガス管内に空気び入って 
いて点义しに<いことびあります。 


^火力調節 


巧' 


n コン□器具をつまみをゆっくり回 
す 


弱火に 


•る 

it 



強义カバー: 


(ーナー器具栓つまみは点义時「開」ま 
でいっぱいに回した状態から直接「強义 J ち向 
には回りません。点义後、器具をつまみか 5- 
度手を離してか6义力調節を行ってください。 

•早く火力調節をすると消火することびあります。 

•コン□器具をつまみは r 止」の位置より手前で 
消义します。目盛りはあくまでを目まですので、 
弱义にしすぎないで<ださい。 

•弱火にしたとき、機器下方のキャビネットのと 
びらを早く開閉すると消火することびあります。 


感 J 肖 义 


□ 


コン□器具栓つまみをちへゆっく 
りいっぱいに回す 

必ず火び消えたことを確認してください。 


G を ー コン□点义確認 
ランプミ肖な 



•自動消义したときは、器具栓つまみは戻りま 
はん。すぐに器具栓つまみを消义の状態に戻し 
て < ださい。 

•器具をつまみを戻すまで、]分ごとにブヴーび「ピ 
ピッ」と己回鳴ってお知らせし続けます。|||> 3ぺ-ジ 


接融禁止 


■使用中、使用直後は器具をつま 
み-操作部-グリルとび6取っ 
ま]: J かは触れない 

やけどをすることびあります。と< 
に幼いお子様びいる家庭ではごを意 
ください。 

■コン □•グリル使巧中、使用直 
後しばらくはトッププレートじ 
触れない 

高温になっていますのでやけどをす 
る原因になります。 


® nA □を使いましよラ 
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コンロを使いましょう 


高ミ豆調理をする【センサー解除モード】 


センサー解除モードは強义カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたい 
と舌に使用で舌るモードでず。 

焦げつ舌消义 機能と 天ぷ 5 油 過熱 防止 機能を解除し、高温調理びでをます。（約 30 分間使用でをます。） 



义 


調 理 


Q 強义カバーナーの点义操作をする 

点乂操作111*13ぺ-ジを参照してください。 


コン□点义確認 
ホ ランプ点口 



をモ-ド設定 


P 食材をお入し、調理をはじめる 


t ■なべの異常51 


ぐの 異常過熱を防止す るた め、弱火-強义と义力 
び自動的に切り替わることびあります。 

また、謂义状態でちセンサー温度びさらに上昇した 
場合は、温度センサー過熱防止機能びはたらを、自 
動消乂します。 

>再点乂してち火びつかない場合は、しばらく待って 
からおこなって < ださい。 


B 約30巧経過すると… 

ブヴーで「ピー」と 3 回鳴ってお巧 b せし、センヴー 
解除表示ランプび点滅し、自動消火します。 


P センサー解除キーを3秒長押しする 

「ピッ」と]回鳴ってお知らせすると同時にセンサー 
解除モード表示ランプび点巧し、センサー解除モード 
に設定されます。 



ちラー度センサー解除キーを巧すと取り消しにな 


心 


センサー解除 
來3秒巧し 
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B コン□器具をつまみをちにいっぱ 
いに回して消义の状態にする 

必ず义び消えたことを確認してください。 III * 13ぺ-ジ 

























ヴリルをお使いになる前に 


ヴリルを使うときの注意 


下記のミち意や「安全上のごミ主意」 III * 4ぺ-ジをよくお読みになってお使いください。 


■グリルを続けて使用する場合は、その 
つどグリル皿にたまった脂などを取り 
除<また使用後も必ず掃除をする 

グ U ル皿にたまった脂び 
ii 熱されて発义し、グリル fr ^ 

排気□より炎び出ること 
びあります。脂のをい調理* 

物（さんまやとり肉など）は特にを意してください。 
なおグ U ル皿には何ち入れないでください。 


I グリル皿に巿販のグリル石、グリルシー 
卜などを入れない 

機器の損傷や、たまった脂び過熱され f \) 
燃えて乂災の原因となります。 


グ I 」ル石 


グ IJ ルシート 




■グリル使用中、排気□の上にタオル、ふきんなどを乗せない 

不完全燃焼や乂災の原因になります。 





1 ) 









■脂の出る斜理にはグリル焼網の上や下 
にアルミはくを敷かない 


アル S はくの上に 
たまった脂び発乂 
する原因になりま 
す。 



S) 


I グリル使届前(こグリル庫巧(こ食品くずやふきんなど 
がないことをお認するまたグリルとびら A 
(こ魚などをはさみこんだまま綱しない U 

食品くずやふきんな^ 

どび燃えることびあ 
ります。 



■調理物を取り化すときなどは手や腕がグ 
リルとび6やガラスに触れないようじする 

手や腕び触れるとやけど 
をすることびあ0ます。 

グ U ルとびらをいっぱい 
まで引さ出してください。 



接細禁止 


■グリルとびら取っ手のガラスイ寸おには 
き虫れない 


使用中、使用直後は 
高温になっており、 
やけどをする原因に 
なります。 



接細禁止 


I グリル皿の出し入れはゆっくり確実に 

水平にゆっくり出し入れしてください。グリルとひ' 
b を持ち上げたまま引を出 
すと途中で止ま b ずに落下 
し、脂びこぼれてやけどを 
することびあります。 




. 

u u 1 uaI 




〇 


I グリルに手や顔などをおづけない 
なべの取っ手を排気□に向けない 

排気□から高温の排 
気び出ます。やけど 
やなべの取っ手び過 
熱され取つ手を焼損 
する原因になります。 



また 




T 


日 


■グリル皿の持ち運びはていねいに 

使用中-使用直後はグリル皿にたまつ 
た脂び高温にな 
つています。こ 
ぼすとやけどを 
する原因になり 
ます。 



〇 


■グリルとびらを開けたままグリルを使用 

しなし、 ワークトップ前部 

ワークトップを焦びし 
たり、機器の上部び異 
常に過熱され、やけど ノ (ネルー 
をする原因になります。 



■熱くなったグリルとびらガラスに水をか 
けない 

ガラスび割れてけびをする原因になりま 
す。 





■グリルとびらに重いものをのせたり、強 
い力を加えない 

グ U ル皿受けび変おしたりグリルとび【\) 
らびはずれ、けびや機器破損の原因に 
なります。 


ク U ルをお使いになる前に 
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クリルをお使いになる前に 


s±e. 

日 


■グリル皿を持ち運びする際は、さめて 
から持ち運ぶ 

使用中、使用直後はグリル皿び高温イ 
になっています。やけどをする恐れ ■■ 
びあります。 

■魚を焼き過ぎない 

魚に乂びつを火災の原因になります。 _ 

グリル庫内で魚などび燃えたり、 

たまった脂に引火した場合は、 >0/ 

①器具栓つまみを回して消义する 
③炎び消えるまでグリルとびらを開けない 
③消乂後、点検を依頼する 

■とり肉などの脂のるい食材を焼くときは 
を意する 

飛び散った脂に引义して、瞬間的にグリ差"^ 
ルの排気□から炎び出る場合びありま ■■ 
す。やけどや乂災などの原因になります。 

■グリル皿に水を入れないで使用する A 

お湯びこぼれてやけどをする原因にな®® 
ります。 


::: 

•点义操作を繰り返ずとさは、グリルとび5を開けて空気を入れ替えてか5行ラ 

(多量にたまったガスに着乂し、やけどの原因になります） 

•調理物(魚など)の種類によっては、グリル調巧タイマーび作動する前に発乂することびありますので 
機器から離れないよラにし、焼さすざにミ主意してください。 

•グリルを使用している場合、グリルとびらはゆっくり開閉してください。 

速い操作で開閉するとコン□やグリルの炎び消える場合びあります。 


ヴリルの取り扱いと準備 


ヴリルの取り出し &ヴリルをネリゆて使うときは 


グリルを取り出したり、持ち運ぶときは… 

n グリルとび6をゆっくりいっぱい 
に引き出す 

いっぱいに引き出すと、グ U ル皿は水平のまま止まり 
ます。 

グ IJ ルとびら 水平 

ム 



0グリルとび6を両手で持ち上げて、 
取り出す 



>グ U ルとび6を強く持ち上げると、グ U ル皿にキズ 
びついてクリアコートびはびれる原因になります。 
>グリルとび5やグ U ル皿受けをはずす場合は|崎 22 
ぺ-ジを参照してください。 


Q 個包部材をすベて取り除く 

庫内の紙ゃ捆包部材をすベて取り除いて < ださい。 
残っていると、発火の原因になります。 

0約7巧間か6焼きをする 

部材に付着してし)る加工油を焼き切ります。 

グ U ルの操作については III * 18 心ジを参照してくださ 
し、 


■'•排気□や排気 


>扫廣□や排気 aum か6も煙び出ますび、異常では 
ありません。 

>から焼さ時に、グ U ル過熱防止センサーび作動し、 
自動消义する場合びあります。この場合、約巳分待 
つてから、 再度点乂操作をしてください。 

>グ LU レ焼網や下乂カノ（一を取り出して、から焼きし 
て < ださい。 
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g グ U ル S 使ピなる前に 

































ヴリルを使いましよう 


魚の焼きかた 


魚の下ごしらえ 


•を凍の魚： しっかり解凍してください。 

しっかり解凍しないと魚び焼を上びる前に、ま 
全機能び作動することびあります。 

•生魚： 水洗いしたあと、水気をよく巧さ取ります。 
•みそ漬や柏漬けの魚： みそや巧をよく拭さ取ります。 

^塩焼きの下ごしらえ 

鮮度や材料にあった塩加減び必要です。塩をつけると、身 
びしまって身崩れしにくくなります。一般に鮮度び落ちた 
ものは想ををめにします。 

•サバやイワシなど脂肪分びをい背の青い魚は… 

»をめに塩をして、時間をおく 

しっかりと身をしめます。 

•白身魚は… 

W かなめに塩をふり、おき時間も短めに 

•川魚やイカ、エビ、貝などは… 

m ¥ 焼く直前に塩をふる 



感 


* 魚の重量の約2〇/〇の塩をつ アルニはく 

けます。身の厚いところに 
は厚く、うすいところには 
ラす <つけます。 

•尾やヒレは特に焦げやすい 
ので、多めに塩をつけてください。また、アルミは 
くで包んでおくと、焦げ方がかなくなります。 

ヴリル焼網に魚を置く前に 




^ヴリル焼網に魚を置く 

魚は頭が奥に、尾が手前になるよラに置いてください。 





魚を1尾焼く場合魚を2尾焼く場合魚を3尾し U 上焼く場合 


&魚を焼く 


グリルの操作については III* 18 ペ-ジを参照してください。 



>たれつをのつけ焼さや照り焼を、下巧をつけた魚な 
どは、焦げやすいので、弱火でゆっくりと焼いてく 
ださい。 


^魚を取り出す 


n 魚とっての切りこみをグリル焼網 
に台わせる 

R 焼物の下側に魚とってを入れて取 
U り出す 


»グ|」ル焼網に付着し 
た魚をはびします。 

»ルさい焼物ならその 
まま取り出せます。 


両面焼グ U ルは、上乂 ■下义両面か5加熱するため、片面 
焼グ1」ルに比べ煙びをくでたり、魚びグ U ル焼網に付着し 
やすくなることびあります。魚びグ U ル焼網に付着しやす 
くなるのは下义バーナーの熱により魚から出たタンバク質 
び固められ、グ U ル焼網の周囲に固着したままになること 
び原因です。 

Q グリル焼網に油を薄く 
塗る 

魚びグ1」ル焼網にくつつさにくく 
なります。 

0約2ろか6焼き（予熱）をする 

焼さ上がり後、材料びグ U ル焼網に付着しにくく、 
取り出しやすくなります。グ U ルの操作については 
III* けぺ-ジを参照してください。 


焼を上がるす 



>焼さ上がる前に、魚をずらすとグリル焼網に付着し 
にくくなります。 


•両面焼グ U ルは、上下の焼さかたび違ラので、 
表と雲の焼きかたび同じになるとは限りませ 
ん。上火、下火それぞれの乂力調節 III * 19 ぺ-ジ 
を利用してお好みの焼き色にしてください。 

•グ|」ルを続けて使用する場合は約已分、間をあ 
けてください。庫内び高温のまま焼さ始めると 
中まで火び通 b ないラちにグ U ル過熱防止セン 
ヴーび作動し、自動消火する場合びあります。 

• トーストやクッキーなどの調理は便利な別売の 
クッキングフレート RCP -6 吕 V を用意してい 
ます。 III* 29 ぺ -y 


瓜ク U ルを使いましよ/つ 
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ヴリルを使いましょう 


ヴリル操作部の使いかた 


上义キ- 


下义キ- 


-表示部 


— •上乂 

，ふ， 

m 

■ 

ER 

i 

! 

* T ,1/ 

/ — \ 

♦ ♦ ♦ 




- - 人 




T 

タイ7—セツトキー 


沛準 備 _ 

P ガス栓（ねじガス栓）をを開にする 




因 


回 




機器下方のキヤビネット内にあるガス栓（ねじガス栓） 
を全開にします。 

グリル皿、グリル焼網をセットし、 
魚をグリル焼網の上に置き、グリ 
ルとび6を閉める 

魚の下ごし5えをしてください。 III * 17ぺ-シ- 
グ U ル皿には水を入れないでください。 

続けて使用するとさはそのつど脂を取り除いてくださ 
しん 

グリル操作部の[押：開]付近を 
指で押す 

巧し込んだ指を戻すと操作部び自動的に出てさます。 


>すべてのコン□とグ U ルび同時に放電します。これ 
は全力所放電する構造となっていますので異常では 
ありません。 

>長時間使用していなかったり、朝一まなどはじめて 
点义するとをは、ガス管内に空気び入っていて点乂 
しにくし)ことびあ0ます。 


^時間設定 


乂 


田 


グリル器具をつまみを左へゆっく 
りいっぱいに回す 

途中で手を離すと点义しません。 

グ U J レ操作部の乂力表をランフび点なします。 

>\グ|」ル点义確認 
ランプ点巧 



0バーナーへ义移りしたことを確か 
め、グリル点义確認ランプが点义了 
した6手を離す 


グ U ルの点义時間を、1〜1已分の間（庫内の温度びある 
程度上昇している場合は]〜8分または10分の間）で設 
定でさます。 

Q タイマーセツトキー[+、 一] を 
押す 

加熱時間をセツトします。 

• [+] キー巧し：最大1已分 

(庫内温度びある程度上がってしぶ場合は10分） 
♦[一]キー巧し：最ル1分 


TIMER 



•続けて使用3 


►続けて使用ずる場合のよ 5 にグ U ル庫内の温度び 
ある程度上びっている状態のとさは、表示部には 
"5" が表示されまず。またタイマーセットは庫内 
温度により最大8分、または1□分までとなりまず。 

今加熱時間を七ットしない場合 

•点义時の9分後（庫内温度びある程度上びって 
いる場合は已分後）に自動消义します。 

•調理中にタイマーセットキー[+、一]を巧す 
と、加熱時間び変更でさます。 


g グ U ルを使いましよラ 
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ヴリルを使いましよう 


泣 


义力調節 


乂力は、上义、下火それぞれ2段階の火力調節びでさます。 

Q 上义キー、下义キーを押す 


邀 


乂力調節をします。 

•上火（下乂）キーを巧すごとに「強」 
り替わります。 


聞」び切 



ク 

) 上乂 


下乂 


m 


上义の調整 


感 

• ♦ f 上义キ-を巧す 

m <~~^ 


通） 

0 ♦ 0 

m 


I 下义の調整 I 

V V' v 

♦ ♦ ♦ 

獲） 


下义キーを押す 


m 

公♦公 

顧 




グ U ル器具栓つまみではでき 


I グ U ルの火力調節は、 

ません。 

グ U ル器具栓 つまみを 回すと火が消えるので、グ U 
ルの火力調節は必ずグ U ル操作部の上火キーと下火 
キーを巧して調整してください。 

►グ U ルの火力が切り替わるとを、「カチッ」と音が 
しますが、異常ではありません。 

►点火初期の約1日秒間はバーナーの予備加熱のた 
め、強制的に「強火」となります。この間に火力調 
整した場をは約1日秒経過後に実隙の火力が変化し 
ます。 


^調理終了 -自動消火 


Q 調理終了 30秒前 
になると… 

ブヴーび「ピピピッ」と 
3回鳴ってお知らせすると 
同時に秒表をに変わりま 
す。 

B 加熱時間が終了 
すると… 

ブヴーび「ピー」と1回 
鳴り、グ U ル点乂確認ラン 
プび点滅し、自動消火しま 
す。 


TIMER 



(秒表示） 

み 


グリル点火確認 
ランプ点滅 

が 


の 



□ 


ヴリル器具をつまみ（手動消义) 

自動消义後、グリル器具をつまみ 
をちへいっぱい回す 

消火の状態に戻してください。 

グ I 」 j レ点乂確認ランプとグ I 」 j レ操作部の表示び消巧し 
ます。 

グ I 」ル点义確認 
/ランプミ肖;打 



B グリル操作部を押し、本体に収納 
する 


>器具栓つまみを消义の状態にしないとを、グ U ル表 
示調理タイマーと表示部 " G " は約10秒後に消 
打します。 

>自動消火したときは、器具栓つまみは戻りません。 
すぐに器具栓つまみを消乂の状態に戻してください。 

>器具をつまみを戻すまで、1分ごとにブプーび「ピ 
ピッ」と巳回鳴ってお巧6せし続けます。 '"4 3 


接軸禁止 


■使用中、使用直後は器具をつま 
み-操作部-グリルとび6取っ 
ま]: J 化は触れない 

やけどをすることびあります。と< 
に幼いお子様びいる家庭ではごを意 
ください。 

■コン □-グリル使用中、使巧直 
後しばらくはトッププレートじ 
触れない 

高温になっていますのでやけどをす 
る原因になります。 


クリルを使いましよラ 
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傷の原因となります。 



スポンジたねし裏面（硬い） ナイ □ ンたねし 


コンた 

邑 



たねし 


金属たわし 


クレンヴー 


クリームクレンヴー 


みがき粉 


みびを粉 



はがれ•表面の変質•変色•さび•割れ-トッププレートの夕1周枠はがれの原因になりまず。 


X 


酸性-アルカ U 性洗剤 
漂白剤 


シンナー 

ベンジン 

アルコール 


弱酸性洗剤 
弱アルカ U 性洗剤 



ごと< 

排気ロ カバーな ど 
重曹にはお使いいただけます。 


故障の原因になります。 

•機器内部に洗剤び入ると、電子部品に付着して 
作動不良や腐さにより、 S 夕障の原因になります。 
化ず布に含ませてからお手入れして<ださい。 


直接かけて使っては 
いけないちの 


スプレー式 
j 洗剤 



スポンジたねし 



歯ブラシ 



やわらかい布 


台所用中性洗剤 
(野菜-食器洗い用） 


トッププレート（表面）- 


宫 


クレンザースポンジ 


点お•お手入れをしましよう 


お手入れの道具と洗剤について 


お手入れのしかた 
Q ガスを（ねじガス栓）を開める 

機器び十分に;令えたことを確認してください。 

B 手袋をはめ、道具と洗剤を用意する 
0洗剤をスポンジや布に含ませて拭く 

スフレーで洗剤を直接かけないでください。 


、洗剤は r 台所用」 r 住居用」などの用途や、液性（中性'弱アルカ I 」性’弱酸性）を確認して巧れにあったちのを選びます。道具' 
洗剤'食器洗い乾燥機の取扱説明書やを意をよ<読み、使えるか確認します。まず、道具や洗剤を目立たない部分で試し 
てから、 使用してください。 



Q 水洗いしたあと、水拭きをする 

水気や洗剤を残さないよラにします。 

•お手入れのしかたを守5ないと、機器や部品表 
面のはびれ.欠け.変色.変質.さび.割れ- 
キズの原因とな D ます。 


引义して义災の原因になりまず C 


絶対に使っては 
いけないちの 


可燃性 スプレー 
浸透液 
酒滑剤 


• 上記記載ながの道具や洗剤を使用しないでください。 

>トップフレートには、ま全に関する注意ラベルび貼付してあります。ちし、はびれたり、読めなくなった場合は、お買い 
上げの販売店、またはをよりの当社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り替えてください。 
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U 震.擊入れをしましよラ 


0使つてはいけない 


伸 


つてよい 



























































点お•お手入れをしましよう 


〇 


必ずする 


s±e. 

日 

/Ll»* 


■点検•お手入れは、ガスを（ねじガスを）を閉め、機器がをえてから手袋をはめて巧う 

•やけどや機器の角などでけびをする原因になります。（グリル庫内-排気□-バーナーまわ 
りは特にミち意してください） 

•使用直後はトッププレート枠およびトッププレートは熱くなっています。お手入れはトッ 
ププレートび冷えてから行ってください。 

•点検 • お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん • 紙類などを置さ忘れていないか確認し 
て < ださい。 

■お手入れ時は、バーナーキャップ（上部-下部）•ごと< • 排気□カバー•グ 
リル部品（グリルとびら•グリル焼網•グリル皿受け•グリル皿） • 下义カバー 
ははずせます。それ以タトの部品は絶巧に取りはずさないでください。 

•はずした部品は「各部品のセット」 III * 7 - 8ペ-ン'を参照して取り付けてください。 


•ご使用上ま障びない場合でも、不慮の事故を防ぎ、安むしてより長くごほ用いただくために、年1回程度の定巧点検をおず 
ずめしまず。 

※定巧点巧を受ける巧が不明の場さや、点検費用などについてはお買い上げの販売店、またはちよりの当巧事業所にお P 3 い 
合わせ < ださい。 


曰常点検をしましよ 




部品が正しくセットされていますか？ 


バーナーキャップ、ごとく、 
排気ロカバー-下火カバーなど 


■ 


正しくセツトする"* 7.8 


つまり、たまり、巧れはありませんか？ 


•バーナーの炎□び煮こぼれなどでつまっていませんか。 

•立消えま全装置（炎検知部）び煮こぼれなどで巧れていませんか。 
•グリル皿に多量の脂びたまっていませんか。 

• グ1」ル庫内び脂で巧れていませんか。 




お手入れする" ♦ 22-23 


お手入れのポイント 


〇〜⑩のさ部品のお手入れのポイントを" *22 - 23 ぺ-ジ で説明しています。 



⑩ 


〇ごとく 
0排気 HIAK - 
0下火カバー(ち•左） 

〇グリル焼網 
0グリルとびらガラス 
グリルとびら 
グリル皿受け 
0グリル皿 
〇パ’ーナーリング 
0バーナーキャップ上部 
パ’ーナーキャップ下部 
バーナー本体 

0立消え安全装置(炎検知部） 
電極(点火プラグ） 

温度センサー 
⑩トッププ レー ト 


※もっと詳しい各部のを称は7 • 8 ぺ-ジ をご覧ください。 
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1点検-お手入れをしましよラ 

































点検•お手入れをしましょう 


⑤排気□カバー、④ヴリル焼網 


く♦ミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1. 台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧 
で湿6せる 

そのまま置いてお<か、つけ置さしてお<と巧れび 
浮さあびってきまず。また、煮洗いずるとさらにミち 
れを落しやす< な0まず。 

2. 水洗いし、水気を巧き取る 


♦ンそれでもミちれがとれない場をは、 W 下の 
方法でミちれを落とします 


ただし、これらは基本的に使っていけないちので、 
表面にキズびついたり、変色•変質することびあり 
ます。目立たない部分で試してからお使いください。 

• 水でめ6したスポンジや歯ブラシに重曹を塞 
り、ミちれを落とす 

重曹を溶かした水につけ置さした後に巧れを落とし 
ます。それでち巧れびとれない場合は、そのまま 30 
分ほど煮込むと巧れを落としやすくなります。残っ 
た巧れは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。 
その後水洗いします。 

•弱アルカリ性洗剤-歯みがき粉•クリームク 
レンザーをスポンジじつけて、ミちれを落とす 
こと电できます。 


く♦排気□カバーのはずし方 



1. 排気□カバーのタト側の 
手前 コーナー 部を巧さ 
え、奥側を澤かせなが 
6取りはずします。 


①ごとく、③下义カバー、 ® バー ナーキヤツ 
プ上部 


く♦ミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 

7.クリームクレンザーを少し含ませ、スポンジ 
の硬い面でミちれを落とす 
細かい所は歯ブラシを使ってミちれを落とす 

2. 水洗いし、水気を巧き取る 


♦ン表面が変色した場をは？ 


1. ステンレス部品用のお手入れ道具あるいは、 
巿販の研磨剤入りスポンジを使つて洗う 

別売のステンレス専用ク U - ナ ー (|""^ 29ぺ-ジ）を使 
えばより簡単に変色を落とせまず。ステンレス専用 
ク U —ナーはやわらかい巧に含ませるか、ラップに 
付けてご使用ください。 

2.水洗いし、水気を巧き取る 


G ：： «MLr ； 2> 

•スポンジの硬い面、ク U —ムクレンヴーおよびステ 
ンレス部品用のお手入れ道具で巧れを落とす場合、 
ステンレス表面び傷つくことびありまずび、性能に 
問題はありません。 

•目立たない部分で試してからお使いください。 
•ステンレス製のごとくやパーナーキャップ上細ま、炎 
の熱により変色しまずび、性能上問題はありません。 

♦ン下义カバーのはずし方 

下义カバーを少し上に持ち上げてはずしてくだ 

さい III* 7 ベ - シ ' 


) グリルとびらガラス-グリルとびら-グリル皿受け 


く♦ミちれがひどかったり、こびり付きがとれ 
ないときは？ 


1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
巧を湿6せ、水洗いする 


♦シグリルとびらのはずし方.取り付け方 


取りはずしち ） 

1. 押えパネを、のち向 
じ下げる 



取り付けち 


グリル皿受けのツメ 
2力所をグリルとび 
6のち穴にはめ込む 


グリル 

とびら 


グ U ル 



2. グリルのとび6を、 

のち向に回転させる 

3. 押えパネがグリル皿 
受けに確実にはまつ 回転 
ているか確認する 


グ U ルとびら 



グ U ル 
皿受け 


巧えバネ 


)ヴリル皿（クリアコート）、巧)バーナーリ 
，ヴ（クリアコート） 


1. ミちれた6そのつど、やわ6かい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、 シ己が活った0 、変色ずる 
ことびあります。 


U 点検.擊入れをしましよラ 
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点お•お手入れをしましよう 


く♦ミちれがひどいときは？ 


1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
ろを湿6せておく 

巧れび浮いてさたらやわらかい布やスポンジでおさ 
取ります。 

フッ素加エフライパンに使用でさるスポンジを使用 
して < ださい。 

バーナー U ングの凹部は、つまよラじや歯ブラシな 
どでお手入れする。 

巧れびたまると、ごとく 
び安をしない原因となり 
ます。 凹 部 



•硬いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使用しないでください。はびれ-変色- 
シミ. キズの原因になりまず。 

•バーナーリングとトッププレートのずさ間はつまよ 
ラじ等かたいもので掃除しないでください。リング 
と h ッププレートの間のパッキンを傷つけまず。 

•長期間使用ずるとグ U ル皿のク U アコートおよび 
ノ（ーナー U ングのク U アコートび変色ずることびあ 
りまず。 


@バーナーキャップ下部.バーナー本体 


1ミちれていた6、なき取る 

2.バーナー部は目ヴまりしていたら、が□を歯 
ブラシや討金などでお手入れする 

目づまりやミちれは、不完全燃焼や燃焼不良の原因と 
なりまず。 ，， 針-? ■ 



え表面はやわ6かい巧、やわ 
6かいスポンジなどで巧き 
取る 

4. y \ —ナーキャップは水洗いを 
する 

水洗いをしたあとは水気を十分に切ってからセット 
して < ださい。 



• ノ（ーナーキヤップの上部と下部を分解しないで < だ 
さい。 


バーナー キャップ上部 


バーナーキャップ下部 



④立消え安全装置（おおミ日部）-電極（点义 
プラヴ）-温度センサー 


歯ブラシ 


7.ミちれていた6、柔6かい巧などで拭き取る 

2.立消え安全装置（炎検 
知部）と電極（点义プ 
ラグ）じ、ミちれがこび 
りついている場 
合は、歯ブラシ 
でお手入れする 


立ミ肖え安全装置 
(炎検巧部） 



電極 

(点火プラグ） 



义温度センサーは片手を ss センサ- 
添え、水をかたくしぼつ 
た巧で頭部と側面の巧 
れを巧き取る 

•硬いブラシではお手入れしないで<ださい。 

•立消えを全装置（炎検知部）-電極（点火プラグ） • 
温度センサーを傾けたり、巧れたままにずると、点 
火不良や消火ずるなどの原因になりまず。 

•電極（点火プラグ）の突起に注意してお手入れして 
<ださい。 


⑩トッププレー 


7.お手入れのときはごとく、排気□カバーなど 
の部品を取りはずし、安定した状態で巧う 
2. ミちれた6そのつど、やわ6かい巧やスポンジ 
でお手入れをする 

そのままにしておくと、シミび残ったり、変色ずる 
ことびありまず。 

く♦「ミちれがひどいときは？」 

1 . 台所用中性洗剤と水を含ませた紙でミちれた部 
分を湿6せておく 

ミちれび浮いてさたらやわらかい巧やスポンジでふさ 
取りまず。 



•トッププレートはねじ固定されていまず。修理業ち 
LU 外の人は取りはずさないでください。 

•漂白剤、強アルカ U 洗剤を使用ずると、バーナー U 
ングのク U アコートびはびれ落ちることびあ0まず 
ので使わないでください。 

•硬いブラシやたわし、また中性じ(外の酸性-アルカ 
U 性洗剤を使巧しないでください。はびれ-変色- 
シミ-キズの原因になりまず。 


グリル庫内 


1. 使用後はそのつどやわらかい巧やスポンジで 
なき取る 

脂ミちれは台所用中性洗剤や水を含ませたやわらかい 
巧やスポンジでなさ取りまず。 

2. 乾いた巧で仕上げをする 


点検-お手入れをしましよラ 
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故障かな？と思ったら 


もう一度、ご確認ください 


調べてみると故障でない場合をあります。修理を依頼する前にをラー度チエックしてください。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
- 点义しじくい 
- 放電しない 
- 点义してもすぐ消える 
- まを離すと消义する 

•ガスを（ねじガス栓）を全開にしていますか？ 

13-18 

•ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一まなど）点义操作を繰り 
返してください。 

•バーナー炎□びつまっていませんか？ 

23 

•電極（点义フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキヤッ 
プびめれたり、ミちれたりしていませんか？ 

•) (ーナーキヤッフび正しくセットされてレますか？ 

8 

•アル=はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

10 

•乾電池び正しくセットされていますか？ 

乾電池び消耗していまはんか？ 

9-29 

• 器具をつまみをゆっくり操作していますか？ 

13-18 

• 素早い操作では放電しない場合びあります。 

•グリルは着火までに時間びかかります。器具栓つまみをゆっくり操 
作し続けてください。 

18 

• ブヴーび鳴って消义しましたか？ 

27-28 

• 温度センヴーび高温になっていませんか？ 

ま全機能びはた b いて消火した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点乂してをすぐ消火します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

27 

• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場合） 

— 

②炎の状態がおかしい 
- 巧が安定しない 
•おが黄色い、ホい 
- 異常音をたてて燃える、消 
元る 

- 炎が巧一でない 
- 使用中おが消える 
- なべにすすがつ< 

、 

•バーナー炎□びつまっていまはんか？ 

23 

•電極（点义フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、バーナーキヤッ 
フびめれたり、ミちれたりしていませんか？ 

•) (ーナーキヤップび正しくセットされていますか？ 

8 

•アル=はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

10 

• 器具栓つまみをゆっくり操作していますか？ 

13 

• ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

27-28 

• 風び吹さ込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

6 

•コン□ノ（ーナー使用中に機器下方のキヤビネットとびらを早く開閉 
すると消火することびあります。ゆっくり開閉してください。 

13 

•加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホくな 
ることびありますび、異常ではありません。 

— 

•グ|」ル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナトリウム）やカル 
シウムび燃えて、炎びホくなりますび、異常ではありません。 

— 

•バーナーの炎は電極（点义フラグ)、立消え安全装置（炎検巧部)、 
ごとく部分などで炎び短くなっています。異常ではありません。 

— 

•換気をしていますか？ 

6 

• 消义操作後数秒間コン□ノ（ーナー炎□からかさな炎び出ることびあ 
りますび、バーナー内に残った微量のガスによるをので異常ではあ 
りません。 

ノ 


故障かな？と思ったら 






































故障かな？と思ったら 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

③点义すると他のバ-卜も放電する 

•他のバーナーち同時に放電します。異常ではありません。 

13-18 

④使用中や消义後に音が 
する 

•r ポン」と音がする 
- キシミ音がする 
•「シャー」と音がする 

•点义時や火力調節時に r カチッ」と音びしますび異常ではありません。 

— 

•コン□バーナー使用後に「ポン」といラ义の消えた音びしますび、異 
常ではありません。 

•点乂後や消义後にキシ=音びでますび、過熱や;令却されるとさに、 
金属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 

•コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 

⑥器具栓つまみから手を 
離しても放電している 

•器具栓つまみから手を離してち放電び続さます。（最長約10秒）異常 
ではありません。 

— 

⑥ コン□またはグリル使 

- 調理中に消义する 
- 自動消义しない 
- 点义してもすぐ消える 
. 义力が変わる 
- なべ巧がひどく焦げつい 
て消义した 
•义力が大きくなった 
- 消义する 

• なべの形状や材質び適していますか？ 

11 

•±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？まれに焦げ 
つさ消火機能びはたらさ、消火することびあります。再点火してくださ 
い。 

11-27 

• なべ底び凹凸していませんか？ 

11 

• なべ底や温度センサーびミちれていませんか？ 

•油の量はあっていますか？ 

• から焼さに近い調理をしていませんか？ 

•フライバンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 

— 

•なべ底にこんぶや巧皮などをしいて調理していませんか？ 

3 

•長時間使っていませんか？ 

コン□消し忘れ消义機能び作動しました。再点义して<ださい。 

3-10-27 

•なべの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えます。 

強乂》弱乂を繰り返し、この状態び30分間続くと消火します。 

•自動で弱义になったとさは、センサー解除キーを巧すと、高温での 
調理びでさます。（強火カバーナーのみ） 

14-27 

•冷凍食品や;令凍したなべをそのまま調理していませんか？ 

解凍し、再点义してください。 

— 

•カレーやシチューの再加熱ですか？ 

水を加え弱火で様子を見なび b 調理してください。 

•カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理し 
ていませんか？焦げつさびひどくなる場合びあります。 

• 温度センヴーび高温になっていませんか？ 

ま全機能びはた5いて消火した場合、温度センサーの温度び下がるま 
で点乂してちすぐ消火します。 

水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

27 

•グ|」ル調理タイマーび作動しました。再点火してください。 

2-3 

16-27 

•グ|」ル過熱防止センサーび作動した場合は、約已分待ってから使用 
してください。 

• グ U ルとび5を速い操作で開閉していませんか？ 

③グリル使用時 
- 焼けすぎる 
- 巧け足りない 
- 焼けムラ 
- 煙が出る 

、 

• しっかり解凍していますか？ 

17 

ノ 

•みそや巧は取ってから焼いていますか？ 

•塩加減は良いですか？ 

•魚の置さ方は合っていますか？ 


巧 


故障かな？と思ったら 





































巧障かな？と思ったら 


r 

こんな場合は 

調べて<ださい 

参照ぺージ 

③グリル使用時 
- 焼けすぎる 
- 焼け足りない 
- 焼けムラ 
- 煙が出る 

•脂のをい魚などを焼くと煙びを<出るため、排気□ながからを煙び 
出る場合びあります。 

— 

•初めてグ U ルを使ラとさグ U ルや排気 alii 外から煙や臭いびでます。 
グ1」ルには加工油を使っておりその油を焼さ切るためで異常ではあ 
りません。 

16 

•食材にあった火力調節をしてください。 

19 

⑧ブザーが鳴った 
- 数回鳴った 
- 鳴り続ける 

• ま全機能び作動しています。確認してください。 

27-28 

• 器具をつまみを消义の状態に戻しましたか？ 

3 

• 乾電池び消耗しています。新しい乾電池と交換してください。 

9-29 

⑨ ホいランプが点滅する 
- 電地交換サイン 
•コン □. グリル操作部の 
モードランプ 

• 乾電池の交換時期び近づいています。新しい乾電ミ也を準備してください。 

— 

•自動消义した後、使用したコン□またはグ UJ レの器具栓つまみを消火 
の状態に戻しましたか？器具をつまみを戻さないと電池び消耗します。 

13-19 

•点乂操作時 r バチバチ」と放電するととをに、表示ランフびラすく点 
滅することびありますび、故障ではありまはん。 

— 

⑩点义時にランプが点の 
してランプが消えた 

•特殊な操作で入るデモ（または検査）モードです。故障ではありませ 
ん。点义操作をやり直してください。 

— 

⑩部品が変色する 
- 表面が変色する 
- ごとくが変色する 

•酸性やアルカ U 性洗剤、を器洗い乾燥機用洗剤を使用していませんか？ 

20 

•ごとく先端は、炎び当たり白くざらざらになります。 

— 

返)排気□カバーがピッタ 
リと七ッ ト できない 

•セツトする方向びまちびっていませんか？ 

7 


故障かな？と思ったら 


が 






















ピー 3 回 


:ピ"一"-5 


-5 




C 


電池交換サイン <点な> 


uu -3 


グリル 


グリル 


グリル 


標準 バーナー 


ルバーナー 
強火力 y (—ナー 


グ U ル 

標準 j (ーナー 


ルバーナ- 


強乂カノ（ーナー 


立消えま全装置の作動 


点义時に着乂しなかった 


グ U ル過熱防止センサーの 
作動 


電池交換時期のお知らせ 


コン□消し忘れ消火機能作動 


コン□消し忘れ消火機能作動 


センサー解除モード終了 


齡 i) 


0 


グ1」ル 


グ1」ル調理タイマー終了 


<，卓、灯 > グ I 」ル調理タイマー 


ブザーが鳴り 
続ける 


广 


み 




二!-〕 


標準 j (ーナー 


"-E" 

"- 3 " 

-5 


ルバーナー 
強乂カノ（ーナー 


温度センサー-グ U ル過熱 
防止センサー-電子部品の 
故障 


グ1」ル 


-3 


強火カノ（ーナー 


センサー解除連続巧しエラー 
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標準 バーナー 


ルバーナー 
強火カノ（ーナー 


標準 バーナー 


ルバーナー 
強火カノ（ーナー 


天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消火機能作動 


温度センサー過熱防止機能作動 


標準 バーナー 


ルバーナー 
強火カノ（ーナー 


立消え安全装置の作動 


標準 バーナー 


ルバーナー 
強火カノ（ーナー 


点义時に着义しなかった 


故障かな？と思ったら 


ま示とブザーについて 


ブザー音 表 示（交互に点滅） 部位 内容 


故障かな？と思ったら 
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故障かな？と思ったら 


原 因 

処置と再使用時の'ま意 

参照ぺ-ジ’ 

調理油の過熱-焦げつさ-消し忘れによる過熱•か 
ら炊さなど 

• 「故障かな？と思ったら⑥」を確認する。 

•やけどにを意して再点乂を行ラ。 

•天ぷら油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のままの 
状態）は、点义してを手を離すと消乂する場合びあります。 

11-12 

13 . 2己 

炎ののさ消え-煮こぼれした場合-点义しなかった 
枯合' 

• r 故障かな？と思ったら①、创を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってか b 再点火を行ラ。 

13.24 

炎の吹さ消え-点火しなかった場合など 

• r 故障かな？と思ったら①、创を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

18-24 

グ U ルのから焼き’消し忘れ’連続して使用した場合’ 
みない食材など 

•作動中（グ U ル過熱防止センサーび高温のままの状態）は、 
点义してを手を離すと消火します。 

•約已分グ U ル庫内び;令えるのを待ってから再点火を行ラ。 

18 . 2己 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換してください。 

9-29 

使用開始から約2時間または設定した時間びたち自 
動消火しました 

• コン□器具おつまみを元に戻す。 

•続けて使用する場合は、再点义を行ラ。 

3-13 

約30分びたち自動消义しました 

• コン□器具栓つまみを元に戻す。 

14 

設定した時間びたち自動消火しました 

•グリル器具栓つまみを元に戻す。 

19 

部品び故障しています 

•「71」は早い点火、消火操作を続けたとさに発生することびあ 
ります。その場合は、いったん器具をつまみを消火の位置に 
戻し、ゆっくり点火してください。 

•ガス栓（ねじガスを）を閉め、使田を中止し、お買い上げの販 
売店、またはわよりの当社事業所にご連絡ください。 

30 
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故障かな？と思ったら 


消耗品-別売品について 


消耗部品はいたんでをたら交換してください。お求めの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai -5 tvle . ip /) または、お買い上げの販売店にておホめください。 


部品名•品名 

品番 

希望ル売価格(税込） 

部品名 • 品名 

品香 

巧望か売価を(税込） 

ごと< 

大 

010-323-000 

¥2,日2已 

グ U ル皿 

日 7 日- 18 目-日日日 

¥2.100 

ル 

010-324-000 

¥2,41已 

グ U ル焼網 

071-049-000 

¥召93 

パ—ナ—朴ップ 

谐义カバ-卜用) 

]已1-33己-000 

¥2,已2日 

魚とって 

RTO - ST 1 

当社消耗部品-お手 
入れ品の販売サイト 
R.STYLE 化け日:// 
www . rinnai - stvie . 

ip /) にてお買い求め 
<ださい。 

(標準パ-ナ-用) 

]已1-33目-000 

¥2,已20 

(かバーナー用） 

]已1 -337-000 

¥2.100 

クッキングプレート 

RCP -62 V 

下火カバー 

ち 

098-1481000 

¥31已 

ステレンス専用クリーナー 

820-013-000 

左 

098-1482000 

¥31已 


• 2009 年10月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 
当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYL 百では、上記ながの消耗部品やお手入れ品などを幅 
広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさる部品び対まです。 


巧れた部品を巧巧しましよう！ 

R.STYLE り 


[ 6 消巧品-交換部品のネット販売 


当社製品の消耗部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 


〈点滅〉……サインび点滅したら 
乾電池を準備してください。 

® 〈点灯〉……サインび点灯したら 
全パーナーび使えません。乾電池 
、 を交換してください。 

•乾電池の交換時期び近づくとランプ（電池交換サイン）び点滅します。 

•ランプび点滅したら、単1形アルカリ乾電池 （1 .已 V ) — 2個を準備します。 

•ランプび点なしたら、単]形アルカリ乾電池2個を同時に交換します。電池交換サインび点滅から点な 
に変わると、全バーナーび使用でさなくなります。また、点乂操作をした器具栓つまみの点乂確認ラ 
ンプび点滅します。 



•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換する（電池交換サイン点灯）目安び約]年です。（付属ア 
ルカ IJ 乾電池で当社使用モードによる） 

•アルカリ乾電池でち使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び]年似内 
と短<なります。また、マンガン乾電池を使用した場合を交換時期び極端に短くなります。 

•新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

•未使用の乾電池でを「使用推奨期限（月、年)」を過ぎている場合は放電により、短時間で電池交換サイ 
ンび点滅•点なする場合びあります。また付属のアルカ U 乾電池は、工場出荷時期により寿命び短<な 
つている場合びあります。 

• 乾電池は、機器び;令めてから交換してください。 

•単2、単3形乾電池を単]形サイズにする電池スペーサーは電池ケースの©端子び接触せず、使用で 
さない場合びあります。また、使用でさた場合でを交換時期び極端に短くなります。 


故障かな？と思ったら 
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アフターサービスは？/設置にあたって 


[アフターサービスは？ 


^保証について 

参取扱説明書の裏表紙び保証書になっていまず。 

参保証書の内容のよラに、一定期間-一定条件のちとに 
無料修理いたします。 

参保証期間はお買い上げ曰から1年間でず。 

♦必ず、「販売店名-お買い上げ曰」などの記入をお確か 
めにな0、保証書の内容をよ<お読み<ださい。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であってち修理費 
をいただく場合びあるので、大切に保管してください。 

修理を化巧ずるときは 

参万一故障したと思われる場合は、まず「故障かな？と 
思ったら III* 24 ジ」に従い、調べてください。それで 
も不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓）を閉じ、 
お買い上げの販売店、またはフ U —ダイヤルにご連絡 
<ださい。 

参ご依頼される際には;欠のことをご確認ください。 

①ご住所-お名前-電話番号 
③品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状況 

④ 訪問ご希望曰 

修用性能部品の保有期間 

♦製造打ち切り後已年でず。補修用性能部品とは、その 
製品の性能を維持ずるための必要な部品でず。 
♦保証期間び過ぎていてち、修理ずれば機能び維持でを 
る場合は、ち料で修理いたしまず。 


^転居されるときは 

参転居ずる場合は、転居先のガス事業者およびお買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 

参ガスの種類び異なる地域へ転居される場合 
ガスの種類は、都市ガス数種類と LP ガスびあり、改 
造と調整び必要でず。そのまま使用ずると正常な働さ 
をしないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災などの 
原因になりまず。必ず、転居先のガスの種類を確認し 
てください。この場合の改造•調整にとちなラ費用は 
保証期間内であってちち料となりまず。 

^連 絡先 

参お買い上げの販売店、 

またはフ U —ダイヤル 
にご連絡ください。 


h お客様の個人情報の取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名 
前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービスま 
動および安全点検ま動のために利用させていただ < 場 
合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依 
託ずる場合、法令に基づく業務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合 
を除さ、当社1ツ外の第立者に個人情報を開示-提供は 
いたしません。 


リンナイフリーダイヤル 

画0120 -054321 


[設置にあたって（本体と壁との間はあけてください） I 

囲との距離を確認してください 

•機器と上ちの天井、たななどの可燃物との距離は、 80 cm LU 上離ず。 

♦木製のよラな可燃性の側壁は ]5 cm じ(上、後壁との距離は、已 cm じ(上*離ず。 

♦上記の距離を確保でさない場合は、当社指定の防熱板を取りつけるなどの防义処置び必要になりまず。お 
買い上げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 



床面 



床面 


aSn. 

日 


■必ず機器周りを確認してください。义 
巧や発义の原因になります 

♦落ちやすいをの、燃元やすいちの 
を置かない。 

参車両-船舶での使用はしない。 

♦風の吹さ込む場所に設置しない。 

参丈夫で水平な場所に設置する。 

♦機器の上に照明器具や湯沸器、棚などを設 
置しない。（変形•変色の恐れ） 

参キャビネットに背板びあるか確認する。 
部屋と外気の空気の流れびあると、消乂や 
過熱の原因となります。 


〇 




金属誦 

不燃が 

(3mm 

/ 



レンジフード 

广 


•^m 

じけ 

/ 目 Ocm 政上 

'レンジフードファ 
ンけがの場合は 
> 80cm な上 

、 

/ 

1 bcm な上 
グ U ス 
フイルター/ 



W'" 


5=^ 

. 防熱板 

つ.レ J 1— —1 CT'. i -~.1' 


日 0cm 凹上 

/す搬巧び、 
ない場合は 
80cm LU± ^ 


1 1 





十分な距離びない場合 


窺體繫 n 麗 簾胃距離び製造 


(例）109.04 1- 000001 

製造年月 ※製造年月日9.03似前は1日 cm 似上 


ア 

フ 

夕 

I 

サ 

I 
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9 

/ 


I し 

技 

た 

二) 

て 
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長期間使巧しない場さ/化様 


[長期間使用しない場さ 

•ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 

•乾電池は取りはずしてください。'"* 9 ベ-ジ 

♦お手入れをしておくと次回使用するときに便利です 。 ""►SO ぺ-ジ 


] 


仕 様 



両面焼グ U ル付3 □ガスビルトインコン □ 


R 巨 38W6K8SWR 


型式の呼 


質量(付属品含む） 


R 曰 38W 已 KSR 
型式名： RB38W6KS 


24.0kg (付属品含む） 



高さ2己 9mm x 巾畐已9巨 mm x 奥行"已 38mm 


(トッププレート巾畐已 90mm) 


1已 A (1 / 2B) 鋼管または金属巧とう管 
DC3.0V (単]おアルカ U 乾電池 X 2個） 


>立消え安全装置（全バーナー） 
>グ|」ル過熱防止センサー 


>天ぷら油過熱防止機能（全コン□バーナー） 

>コン□消し忘れ消火機能（全コン□バーナー） 


連続放電点乂式 


単1形アルカ U 乾電池 （2 個)、取扱説0月書（保証書付)、（連絡先一覧表別添)、 
クックブック、設置工事説明書、下火カバー、魚とって 


間 

使 

用 

し 


な 

い 

場 

厶 

ク 

f± 

様 


ガスグループ 

(ガス種） 

1時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個 別 ガ ス 消 費 量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カバー ナー 

標準 バーナー 

ルバーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

巧 

12 A 

3.9IkW 

2.77kW 

1.19kW 

179kW 

9.2 日 kW 

RB38W6KSR 

13 A 

4.20kW 

2.97kW 

.27kW 

1.92kW 

9.90kW 

LP ガス巧 

4.2 日 kW 

2.97kW 

.27kW 

1.99kW 

9.9 日 kW 
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お買い上げ曰 I 年月日 


販 

売 

店 

名 

住 



所 

雨 

m 

話 

香 

号 


U ン t イ 


兰□ガスビルトインコン □ 


保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場をに、本書記載内容で無料修理を行ラ 
ことをお約束するものです。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障び発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場をには、フ1」ーダイヤル 
または別添の「連絡先一寶表」をご覧の上、お近くのI」ンナイ支社-支店-営業所-出張所などにご相談<ださい。 
本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

保証についての規定は下記をご覧ください。 


2 . 

3 . 

4. 

己. 


無料修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正 
常な使用状態で故障した場をには、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、出張修理に隙して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を 
行った場をには、出張に要する実費を申し受けます。 

3. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 

障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

(A) 火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、 
公害や異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭し以外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船舶への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 

お買い上げ曰および販売店名 


い） 


(卜） 


本書にお買い上げ年月日、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字句び書さ替えられた場合。 
指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

(チ）ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造•調整の場 

ム 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
いて無料修理をお約束するものです。従ってこの保 
証書によって、保証書を発行しているち（保証責任 
者）およびそれ政外の事業ちに対するお客様の法律 
上の権利を制限するものではあ0ません。保証期間 
経過後の修理などについてごす明の場合は、お買い 
上げの販売店または別添の r 連絡先一覧表」をご覧 
の上、お近くの U ンナイ支社-支店-営業所-出張 
所などにお問い合わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間 
について詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


修理記録 


お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ曰、販売店名、扱ち印び記入してあることを確認してください。 


リン f イ株式会 

干 454-0802 名古屋市中川区福住 
TEL 052(361)8211 f 



年月 曰 

修 S 内容 








製品についてのお問い合わせは 


本 社 0052(361)8211 干 454-0802 名古屋市中川区福住の2蚕26号 北お道ま店 

関東ま社 003(347 り9047干14日-0002東京都品川区東品川 1-6-6 新潟す店 

東京ま店 003(3471)9047 干 140-0002 東京都品川区東品川 1-6-6 中部ち社 

化関東ま店 0048(667)4321 干 331-0811 さいたま市化区吉野の1下目39已 -1 関西ち社 

東関東ま店 0043(273)3360 干 261-0026 千葉市美お区幕張西2下目7-] 中国す店 

南関東ま店 0045(32 日)3051干 221-0856 横お市巧蔚 II 区兰ツお上町4蚕] 0号 四国ま店 

東化ま社 0022(288)3251 干984•日0：38仙台市若林区伊在字東通 20-1 九州ま社 


修理じついてのお問い合わせは) 

^ 0120 - 054-321 


行日11に8り2己06 
な日25に 47)661 日 
«0日 2(3 日 3)8 日01 
«日 6(6786)361 2 
行082に 77)5131 
行日87旧21 )805 巳 
«092(28 1)3234 


〒日6日 -0031 札幌市中央区北一条東2 T 目 
干95日-0864新潟市東区紫竹2下目] - 74 
〒 454-08 日2名古屋市中川区福住町2番26号 
干55日 -001 4大阪市西区北堀江3 T 目 ] 〇番21号 
〒 733-0833 広島市西区商エセンター4 T 目 2-1 
干7日日-0066高お市福岡町2 T 目1 ] き已号 
干 812-0029 福岡巿博を区古門戸町2番3号 


38W 巨 K-31B X 01 (01) 
12021巨© 
0600000已2076已〇 



保証書 


扱者印 


保証書 








































